
常任委員会の所管事務調査 各委員会が所管する事項の調査を実施

経済文教常任委員会 ◎久保貴洋 〇横井帝之、鶴見義明、山菅直己、
　木村久雄、 小倉健一委員

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　市内の倒産及び廃業の状況並びに市独自

の支援に対する活用状況の確認

調査内容　市民税課に提出された廃業届けでは、令
和元年は前年より廃業が73件増加。東日本台風で被
災した中小事業者支援のため、現在も３本の補助金
メニューの受付を行っていることを確認しました。

令和元年東日本台風後の
市内中小業者の状況について調査項目 1

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　あそ野学園義務教育学校での運営状況及

び市立小中学校における導入予定の確認

調査内容　あそ野学園では、学校運営協議会が設置
され、令和3年２月に第３回の学校運営協議会を開催
する予定。令和５年開校の葛生義務教育学校もコミュ
ニティ・スクール制度を導入する予定との説明を受け
ました。

コミュニティ・スクール制度について調査項目 2

調査日　　１１月５日（木）
調査目的　中山間地域における休耕地及び特色ある

農産物の状況の確認

調査内容　中山間地域等直接支払交付事業として、
集落単位で協定を結び、協定内容に応じた補助金を
交付。青パパイヤなど、特色ある農産物の生産に挑
戦している事例があることを確認しました。

中山間地域の活性化について調査項目 3

学校運営協議会という組織が
設置された学校のことをいい
ます。学校運営協議会は、学
識経験者、地元企業、各地区
代表、地域の保護者でつくる
ボランティア組織の学校地域
応援団代表など、１５人の委
員で組織されています。

厚生常任委員会 ◎菅原　達 〇慶野常夫、春山敏明、岡村恵子、
　篠原一世、 鈴木靖宏委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　ごみの不法投棄の現状及び対応策の確認
調査内容　市民からの通報により所管課が対応した
不法投棄件数は、令和2年度9月現在21件。対策と
して、廃棄物監視員や職員による夜間パトロール、
監視カメラの活用などを行っていることを確認しました。

ごみの不法投棄について調査項目 1

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　平均寿命向上に向けた特定健康診査受診

率向上の具体的対応の確認

調査内容　特定健康診査の受診率の向上策として、
「周知・受診しやすい体制」の説明を受けました。新た
にSNSでのＰＲ、健康サポートさのの支部活動をとお
してのＰＲなどを行っていくことを確認しました。

特定健康診査受診率向上について調査項目 2

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　新型コロナウイルスとインフルエンザの

同時流行に対する予防策の確認

調査内容　市内の地域外来・検査センターは2か所。
センター１は月～金にドライブスルー方式で1日5件
検査でき、センター２は月～金にウォークスルー方式
で1日20件検査できると説明を受けました。

PCR 検査及び発熱外来並びに全世代型
インフルエンザ予防接種関連について調査項目 3

①発熱等の場合、まずはかかりつけ医等最寄りの
医療機関に電話相談

②かかりつけ医等最寄りの医療機関に
連絡できない場合は、
受診・相談センター（コールセンター）
TEL：0570-052-092に連絡

新型コロナウイルス感染症が
疑われる場合の受診方法

建設常任委員会 ◎亀山春夫 〇横田　誠、小暮博志、高橋　功、
　金子保利、 若田部治彦委員

調査日　　１１月5日（木）
調査目的　東日本台風被害の復旧状況及び議案可決

事業の施行状況の確認

調査内容　①秋山川栃本緑地災害復旧工事について
　右岸側の災害復旧延長は385.1ｍ、左岸側は
278.1ｍと大規模で、10月末現在の工事進捗率は右
岸側60％、左岸側95％の状況でした。

②佐野線田沼～多田間開渠改修工事の実施業務委託
（普通河川菊水川改修事業）について　線路下にボッ
クスカルバートが設置された状況を確認し、水路幅は
２倍、河積は３倍と大幅に改善されていました。

③山菅都市下水路災害復旧工事及び富士見町地内
排水路災害復旧工事について　右岸側の山菅都市下
水路災害復旧工事は完了し、連節ブロック設置、平
張ブロック設置、河床の根固めブロック設置など、
強固な復旧工事が伺えました。左岸側の富士見町地
内排水路災害復旧工事は入札を検討中でした。

令和元年東日本台風の災害復旧工事現場
及び議案可決事業施行現場の現状について調査項目
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総務常任委員会　 ◎川嶋嘉一 〇早川貴光、飯田昌弘、本郷淳一、
　井川克彦、 田所良夫委員

調査日　　１１月６日（金）
調査目的　今後の災害対応に活かすための状況視察及び

確認

調査内容　①消防団活動事業について　条例定数は742
名で、現在は667名と欠員が多い状況でした。

②消防・救助等資機材整備事業について　消防本部単独
で渡良瀬川でのボート救助訓練を年１回行い、その他に館
林市・足利市と合同で訓練を行っているとの説明を受けま
した。

③防火水槽設置事業について　防火水槽は、年間２基を
目安に整備する計画であることを確認しました。

④高機能指令センター及び消防救急デジタル無線維持
管理事業について　メーカーのサポートをリモート対応で受
けていることを確認しました。

⑤新型はしご車について　屈折式はしごを装備し、障害物
を避けて建物に接近できることを確認しました。

消防事業の現状について 調査項目

▲ 新型はしご車を試乗

▲ 新型はしご車（ドイツ・マギルス社製）

※◎は委員長、〇は副委員長

コミュニティ・スクールとは…
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